
8平成30年6月定例会　はえばる議会だより202号

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

《
用
語
解
説
》　

※
起
債
と
は･･･

地
方
公
共
団
体
が
債

権（
地
方
債
）を
発
行
す
る
こ
と
。

【
参
考
】
南
風
原
町
の
町
債
に
つ
い
て

　

町
道
改
良
事
業
や
公
園
整
備
事
業
、

津
嘉
山
区
画
整
理
、
下
水
道
整
備
等

の
大
型
事
業
や
沖
縄
振
興
特
別
推
進

交
付
金
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
を
継

続
実
施
し
て
お
り
、
町
の
借
金
は
毎

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は

普
通
建
設
事
業
費
の
縮
減
に
よ
り
町

債
発
行
を
抑
制
し
、
将
来
の
財
政
運

営
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

●●●●●●●

経
済
教
育
委
員
会

委
員
長
：
玉
城 

勇

副
委
員
長
：
上
原 

喜
代
子

委
　
　
員
：
知
念 

富
信
・
花
城 

清
文
・
赤
嶺 

雅
和

　

宮
城 

寛
諄
・
大
城 

真
孝

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
の
起
債
は

問 

土
地
区
画
整
理
特
別
会
計
に
お

い
て
産
休
育
休
職
員
に
伴
う
代
替
の

臨
時
職
員
賃
金
１
１
０
万
円
を
起
債

（
地
方
債
）
の
対
象
と
し
て
い
る
理

由
は
な
に
か
。

答 

区
画
整
理
事
業
の
賃
金
は
起
債

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
起
債

額
１
１
０
万
円
に
対
し
22
万
円
の
交

付
税
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

答 

申
請
の
た
め
に
移
動
が
困
難
な
方

も
い
る
。
町
は
現
物
給
付
を
急
い
で
ほ

し
い
と
県
に
働
き
か
け
て
い
る
。
平
成

28
年
に
県
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

本
町
と
他
１
ヶ
所
の
み
が
現
物
給
付
導

入
を
要
望
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
自
動
償
還
か
ら
と
い
う
要
望
が

多
く
あ
り
、
県
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
自
動
償
還
方
式
を
導
入
し
た
。

●●●●●●●

総
務
民
生
委
員
会

委
員
長
：
浦
崎 

み
ゆ
き

副
委
員
長
：
金
城 

好
春

委
　
　
員
：
新
垣 

由
雄
・
大
城 

勝
・
大
宜
見 
洋
文

　

赤
嶺 

奈
津
江
・
大
城 

毅

南
風
原
町
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

医
療
費
助
成
自
動
償
還
方
式
へ

問 

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
医
療

費
助
成
が
自
動
償
還
方
式
（
役
場
窓

口
で
医
療
費
助
成
支
給
の
申
請
手
続

を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
直
接
指
定

の
口
座
に
入
金
さ
れ
る
）
に
な
る
と

の
こ
と
だ
が
、
何
か
手
続
き
は
あ
る
か
。

答 

毎
年
８
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
認

定
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
も
対
象
者
に

更
新
の
案
内
と
県
内
統
一
の
受
給
者
証

が
送
付
さ
れ
る
。
こ
れ
は
自
動
償
還
に

対
応
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
更
新
と
同

時
に
自
動
償
還
の
導
入
と
な
る
。

問 

自
動
償
還
方
式
導
入
は
制
度
の

前
進
で
あ
る
。
現
物
給
付
（
病
院
窓

口
で
の
支
払
が
な
い
）に
向
け
て
の

県
の
動
き
は
ど
う
か
。

▲総務民生委員会の審議の様子

▲経済教育委員会の審議の様子

町債（起債）残高の推移（全会計）

H25年度

（万円）

1,760,000

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

1,720,000

1,680,000

1,640,000

委員会
レポート

議
案
を
よ
り
深
く
審
査
す
る
た
め
、必
要
な
書
類
、

資
料
を
求
め
、２
つ
の
所
属
委
員
会
に
分
か
れ
、

担
当
課
へ
質
疑
し
ま
し
た
。


